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気電子工学専攻博士前期課程の王中夏君と経営情報

学部経営学科の陳 来君がそれぞれあいさつを行

い、これからの学修・研究に向けての決意を述べた。

ナオタカ・マツカタ氏講演会

　4月21日午後1時30分から、三浦幸平メモリアル

ホールで、中部大学国際関係学部・名古屋米国領事

館・名古屋アメリカンセンターの共催で講演会が開

催され、国際関係学部の学生をはじめ関係者約250

人が出席した。

　講師は2001年から2002年まで、ロバート・ゼー

リック米国通商代表部（USTR）代表の特別補佐官

を務めたナオタカ・マツカタ氏。「グローバル経済

に見るWTO、FTAそして貿易の自由化とは」と題

し、貿易の自由化が今後、世界の経済そして日本の

経済成長に、どのような影響を与えるかについて英

語（通訳付き）で講演が行われた。

国際関係学部公開講座
「文明への視角」

　4月23日、大学名古屋キャンパス6階で国際関係

学部公開講座「文明への視角」が開かれた。今年で

3年目となる「文明への視角」は国際関係学部がコー

ディネートする公開講座であるが、今回から本学エ

クステンションセンターとの共催で開催することに

なった。平成17年度第1回目は講師を人文・社会教

室の高木徹 助教授が務め、「モスラから原爆小説ま

で－福永武彦の世界－」と題して、福永武彦の代表

作の中から、シベリウスやマーラーの作品と関係の

深い小説を取り上げ、文学と音楽との融合について

講演を行った。講義終了後開催された懇談会でも、

作品や作家論、音楽について参加者から色々な質問

が出されていた。

大学教育研究センター主催講演会
FD推進委員を対象に

　3月28日午後2時から、リサーチセンター2階の

大会議室でFD推進委員23人を対象に、大学教育研

究センター主催の講演会が行われた。講演者は、

カーネギー教育振興財団主任研究員・知識メディア

研究所長・私学高等教育研究所客員研究員で本学の

客員教授の飯吉透氏。講演のテーマは「中部大学に

おけるFDと教育の進展を考える―アメリカからの

視点―」。

　講演の後ディスカッションが行われ、今後のFD

活動の可能性について活発な議論が展開された。

 春のコンサート
「さくらと春風の饗宴」

　 4月9日、三浦幸平メモリアルホールで「さくら

と春風の饗宴」と題して本学国際人間学研究科博士

後期課程2年の宗 さんの春のコンサートが開催

全員で記念撮影

好評だった 亭 亭さんのコンサート




